
放射線の照射量に対する PZTの圧電性の変化

Physical property change in piezoelectric PZT depending on irradiation dose of
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本研究では PZT圧電素子に放射線を照射し、PZTの物性変化を調べることで、将来的に

PZT圧電素子を用いた放射線計測の可能性を検討している。本研究では、物性の変化の指

標として、周波数-インピーダンス特性の変化に着目した。その特性から見積もることがで

きる共振周波数と反共振周波数の値より算出される電気機械結合定数の変化を調べた。こ

の電気機械結合定数とは、電気エネルギーと機械エネルギーの変換能力を表す係数である。

図 1は重粒子線照射エネルギー量に対する PZT圧電性素子の電気機器結合定数の変化を

表している。この重粒子線照射実験においては、放射線医学総合研究所の重粒子線がん治

療装置 （HIMAC）を使用している。HIMAC からは、~3s に 1回の割合でパルス幅~0.6s
の 400MeV/nの Xeイオンビーム（ビーム強度範囲 107 から 108pps）が供給されている。

直径 18mm、 厚さ 12mmの円盤形の PZT素子を使用した。詳細は講演にて報告する。
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図 1：重粒子線照射による PZTの電気機械結合定数の変化
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